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𝜔 =
−1 + √3𝑖

2
とすると 𝜔2 =

−1 − √3𝑖

2
= 𝜔 

𝑧𝑛がとり得る値は、1, 𝜔, 𝜔2のいずれかである。𝑧𝑛 = 1, 𝜔, 𝜔2となる確率を、それぞれ𝑎𝑛,  𝑏𝑛,  𝑐𝑛とする。 

 

𝑧𝑛 = 1のとき 表が出れば 𝑧𝑛+1 =  𝜔、裏が出れば 𝑧𝑛+1 = 1 

𝑧𝑛 = 𝜔のとき 表が出れば 𝑧𝑛+1 =  𝜔2、裏が出れば 𝑧𝑛+1 = 𝜔 = 𝜔2 いずれにしても𝑧𝑛+1 =  𝜔2となる。 

𝑧𝑛 = 𝜔2のとき 表が出れば 𝑧𝑛+1 =  𝜔3 = 1、裏が出れば 𝑧𝑛+1 = 𝜔2 = 𝜔 

 

以上により、以下の漸化式を得る。 

𝑎𝑛+1 =
1

2
𝑎𝑛 +

1

2
𝑐𝑛 ──① 𝑏𝑛+1 =

1

2
𝑎𝑛 +

1

2
𝑐𝑛 ──② 𝑐𝑛+1 = 𝑏𝑛 ──③ 

𝑎1 = 𝑏1 =
1

2
であり、①②より𝑎𝑛 = 𝑏𝑛がわかる。③よりc𝑛+1 = 𝑎𝑛であるから 
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1

2
𝑎𝑛+1 +

1

2
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2
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2
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2
𝑎𝑛+1 = 𝑎𝑛+1 +

1

2
𝑎𝑛 

 

これより、𝑎𝑛+1 +
1

2
𝑎𝑛は一定である。𝑎1 =

1

2
、𝑐1 = 0より𝑎2 =

1

4
であるから 
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求める確率は ∴
1
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)

𝑛

} ⋯ ⋯ (答) 


